






結論 

Vit.K1 の消化管からの吸収は軽度の肝障害でも,著しく低く,肝障害の回復にともなって,

上昇,正常化する。CBA や劇症肝炎では,Vit.K1はその経過中,ほとんど吸収される徴候が認

められなかった。 

以上のことから,乳児 Vit.K 欠乏症の際しばしば認められる軽度の肝障害において

も,Vit.K1 の吸収は著しく低い可能性が強く,本症の発症に,軽度の肝障害による Vit.K の

吸収障害の意味は大きいと考えられる。 


